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＜連絡事項＞
・連絡事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・藤村　悦子様～便秘7日目にて、グリセリン浣腸液50％60ml1本指示あり。実施後反応便見られている。便秘時ピコスルファートナトリウム1本処方。

・城前　実様～便秘時センノシド（12）2T　7回分処方あり。

・前田　忠弘様～主治医不在にて、田名部Dr.より便秘時ピコスルファートナトリウム1本処方となる。

・石田　利雄様～主治医不在にて、田名部Dr.より便秘時ピコスルファートナトリウム1本処方となる。


＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。介助にて歯磨きに素直に応じるが、その後他室侵入して私物を弄る等迷惑行為みられ短時間で終えている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。朝食不食、昼食2/3量摂取。嗜好品も摂取。内服スムーズ。「苛々する気がする」と言い10：50　不穏・興奮時のジプレキサ10㎎0.5A筋注実施(右肩)。生理痛の為13：00　疼痛時ロキソプロフェン（60）1T服薬。その後は、特定の男性スタッフや主治医への不満言動あるが、対面時不機嫌さなく穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
[bookmark: _GoBack]・木村　美智子様～バイタルサインの異常なし。痰鳴あり適宜吸引施行。吸引時チューブを噛むことあり。四肢の脱力は続いている。痙攣発作はない。

＜深澤Dr.診察情報＞
・小田　沙也加様～主治医より、今後の生活環境として、西病棟移動を検討していることを、本人へ説明している。

・澤口　利香様～本人様主治医診察拒否。IFオーダー筋注：レボトミン筋注25㎎　2.5％ 1mL１A、ジプレキサ１Aに指示、変更となる。は同内容で7日分処方となる。

・中山　真由美様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。

・沼畑　勲様～点滴は同内容で4/28まで継続指示あり。

・風穴　義信様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。

・葛西　睦子様～臨時薬→定期薬に変更となり、7日分処方となる。

・藤村　悦子様～入院後も外来処方薬継続して服用していたが、3/25～臨時薬として同内容で7日分処方となる。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和3年3月24日　 9:47
氏　　名：馬場　信子(ばば　のぶこ)様
生年月日：S27.5.7（68歳）
性　　別：女性
病　　名：レビー小体型認知症
入院形態：医療保護入院
主 治 医：深澤Dr.
病　　棟：東病棟Cユニット6号室

（経過）
　昨年頃より、家事が一切できなくなり、部屋に引きこもるようになる。食思不振も見られ体重減少あり（H30年40㎏程→R2年8月36㎏程）。R2.9.24には夜中に「田名部雅代とくみこさん（青森市在住時代の友人）が来る、来ているはずだ」「聞こえないのか」と一晩中頻回に外を確認することが続いた。また、日中には台所のタオルを必要以上に洗い続ける行為があった。当院Ｒ2年10月29日初診。薬剤療法開始としている。
　当院の内服薬を内服すると不調になるため内服しないと話したり受診したがらない様子あり。同年3月18日、食事量の低下や対話性の独語、不眠があり状態の悪化があると夫より問い合わせあり。翌日、ケアマネ自宅訪問時も表情の硬さや幻視・幻聴の発言もあり。内服もできず、対応に夫も疲弊している様子で入院加療を希望。
　夫様の同意あり、9：47症状改善・薬剤調整目的にて、東病棟Cユニット6号室へ医療保護入院となる。

CSセット：Bプラン-②
緊急時搬送希望（指定なし）
売店利用：不可では無いが、様子を見て本人が希望する様であれば夫様へ再度確認。
